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► 人材活用に関する課題解決のための
ガイドラインが公表されました

中小企業•小規模事業者人材活用ガイドライン

中小企業を巡る環境がめまぐるしく変化する中で、売上拡大や資金繰り等の日々の経営課題

の背景に、人手不足や人材育成など人材が大きな経営課題になっている可能性が少なくあり

ません。経営者が人材に係る課題に正面から向き合い、貴重な人材を活かせる仕事はどのよう

なものか考え、行動を起こすことが重要です。

馴中小企業•小規模事業者人材活用ガイドラインの概要........................................................................................... 
中小企業庁は、 2023年6月22日「中小企業・小規模事業者

人手不足対応ガイドライン」を3年ぶりに抜本的に改定した「中小

企業・小規模事業者人材活用ガイドライン」を公表しました。併

せて、経営戦略と人材戦略に一体的に取り組み成果を上げた事

業者を紹介する事例集も公表していますm 。

「中小企業・小規模事業者人材活用ガイドライン」は、人材活

用に関する課題を解決するためのガイドラインで、人材戦略を検

討するための3つのステップを段階的に進めていくことで、人材

戦略に基づく具体的な取組を行うことができるようになっていま

す。具体的な取組については、取組前の状況と取り組み内容、

取組後の効果を示した製造業、建設業、情報通信業、サービス業、

運輸業、医療•福祉、卸売業50社の事例を別冊で公表し、ガイ

ドラインの効果をわかりやすく示しています。

また、人材戦略の専門家がいない中小企業・小規模事業者の

支援機関が中小企業・小規模事業者を支援する際に活用できる

ように経営戦略と人材戦略の一体的な推進が可能となるような

構成となっており、経営者に対して解決策をすぐに示すのではなく、

対話と傾聴を繰り返し、経営者自らが本当の課題に気付くプロセ

スを重視している「経営力再構築伴走支援」手法によるアプロー
チとなっています。なお、「経営力再構築伴走支援」とは、支援者

が中小企業の経営者と対話と傾聴を重ね、相手の立場に共感し

つつ、問いかけや提案をすることで、相手の想いや考えを整理し、

言語化していくプロセスを踏むことで、経営者自身が本質的課題

に気付き、腹落ちすることができ、自走化への動機付け、自己変

革力の向上を目指す支援モデルです。

図ガイドラインの使い方.................................................. 
人材戦略を検討するためには、経営課題と人材課題を見つめ直した上で、人

材戦略を検討し、具体的に検討した戦略を実行するという3つのステップが有効

です【図 1 】。

【ステップ1 】経営課題と人材課題の見つめ直しでは、チェックリストを用いて、
経営課題とその背景にある人材課題を確認します。次に［ステップ2) で人材課

題を解決するための戦略の方向性を3つの窓（類型）で整理します。 3つの窓と

は(1)中核人材採用型 (2) 中核人材育成型 (3) 業務人材採用・育成型となり

ます。最後に［ステップ3】で人材戦略に沿って具体的な取組を検討し、実行しま

す。具体的な取組には①確保手法（中途採用、新卒採用、副業・兼業人材／シ

ニア人材等の活用、 OJTによる人材育成、 Off-JTによる人材育成（リスキリング）、

副業・兼業人材等による人材育成）と②環境整備（人事評価制度の策定・見直

し・キャリアパスの見える化、労働条件・処遇の見直し／テレワーク、業務の「マ

ニュアル化」「デジタル化」による業務効率化やアウトソーシング）があります。

【ステップ1 】「経営課題と人材課題を見つめ直しましょう」では、 10の経営課

題（課題 l 営業が不十分／販路を拡大できない、課題2 商品・サービスの開発・

改善ができない、課題3 技術力の向上に取り組めず、研究開発が進まない、課. 

［図1)人材戦略検討のための3つのステップ※2
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事務所図諏四図：．8 匿置人材活月に関する暉殿のため0)ガイドラインが公表されました

題4 生産管理が十分にできていない、課頗5 財務体質を改善で

きない／価格転嫁ができない、課題6 デジタル化等による業務

効率化やコスト削減の必要がある、課題7 人材確保に努めてい

るが採用に至らない・定着しない、課題8 賃上げができない、課

題9 人材育成が十分にできていない、課題10 事業を承継する

後継者が見つからない）が列挙されており、あてはまる経営課題

とその背景を選択することで、想定される人材課題を明らかにす

ることができます。

例えば、経営課題が「課題l 営業が不十分／販路を拡大でき

ない」ことで、具体的な課閣が「取引先に営業はかけているが、

受注を増やせない」「従来の顧客が離れたため、新たな顧客を増

やしたい」であり、その課題の背景が「既存の顧客をつなぎとめ

る交渉を進められる人材がいない」「営業担当者のマネジメント

方針や管理手法・マニュアルが確立していない」ことであれば、

想定される人材課題は、「マーケティング戦略を構想し、内部に

浸透させ、実行することができる中核的な人材の不足」であり、

課題の解決策として、中核人材採用・育成型の人材戦略を取れ

ば対応できることになります［固2] 。

次に、［ステップ2] 人材課題を解決するための戦略の方向性

では、【ステップl] の人材課題に関する検討結果を踏まえ、求め

る人材のタイプが「中核人材」なのか、「業務人材」なのか明確に
した上で、取り組むべき人材戦略の方向性を決めていきます。求

める人材のタイプを確認するためには、担ってほしい業務内容や

責任範囲などを明確にし、必要なスキル・能力を整理する必要が

あります。中核人材と業務人材には、下記のような違いがあり、

どちらの人材を必要としているのか予め明確にしておくことが必

要となります。

中核人材とは、事業上の様々な業務において中核を担う人材、

高度な専門性を有する人材で、下記のような人材を意味します。

●各部門の中枢として、高度な業務・難易度の高い業務を担う人材

●組織の管理・運営の責任者となっている人材

●複数の人員を指揮・管理する人材

●高い専門性や技能を有している人材

●将来、経営層の一員として想定される人材

また、業務人材とは、事業運営において、各部門／業務の遂行

を担う人材で、専門性や技術レベルは嵩くないが、事業の運営

に不可欠たる労働力を提供する人材で、下記のような人材を意

味します。

●各部門において、比較的定型的な業務を担う人材

●組織の管理・運営の責任者となっていない人材

●中核人材の指揮・管理のもと業務を行う人材

●中核人材の補助的な業務を行う人材

●その他、高い専門性や技術レベル、習熟度を有していないが、
事業の運営に不可欠たる労働力を提供する人材

人材戦略の方向性は、確保したい人材のタイプに応じて、大

きく(1)「中核人材の採用」、 (2) 「中核人材の育成」、 (3) 「業務

人材の採用・育成」の3つに分けられます。このガイドラインでは、

これら3つの方向性を、人材戦略の方向性を決め、具体的な施

策に結びつける「3つの窓」と呼んでいます【図3] 。

人材戦略の方向性を「3つの窓」で決めたら、［ステップ3] で

具体的な対策を検討します。複数の施策が必要な場合は、経営

資源を踏まえ、優先順位やスケジュールを検討します。

（ステップ2】で、求める人材のタイプが「中核人材」((1)中核
人材採用型、 (2) 中核人材育成型）であれば、［図4] のような人

材確保手法と人材確保のための環境整備施策を検討することに

なります（ページ数は「中小企業・小規模事業者人材活用ガイド

ライン」のページ数）。

［ステップ2】で確保したい人材が(1)中核人材採用型で、確

保手法として「副業・兼業／シニア人材等の活用」を検討したい

場合、［ステップ3】「副業・兼業／シニア人材等の活用」で【図

5】のような取組ポイントに留意し、支援機関、支援ツール、補助
金・助成金・税制を検討し、併せて取り組み事例集で具体的な成

功事例を確認します。

人材戦略の検討・実行におけるサポート機関等、人材戦略の

検討・実行に活用できる支援ツール例、関連する補助金・助成

金・税制例は、ガイドライン巻末にQRコード付きで掲載されてお

り、必要な対策を参照することができるようになっており、「「中小

企業・小規模事業者人材活用ガイドライン」及び事例集を公表し

ます」のウェブサイト※1では、都道府県別の連絡窓ロ一覧も、

QRコード付きで掲載されています。

［図2] ステップ1 経営課題と人材課題の確認※2 ［図3] 人材戦略の方向性を決める「3つの窓」※2 ［図5] ステップ3 具体的な取組※2
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※ 1 「中小企業・小規模事業者人材活用ガイドライン」及び事例集を公表します（中小企業庁） (URL: https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/koyou/hitodebusoku/guideline.html) 
※2 「中小企業・小規模事業者人材活用ガイドライン (PDF)」 (URL:https:/ /www.chusho.meti.go.jp/keiei/koyou/hitodebusoku/guideline/guideline.pdf) 
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